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[要 約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJaco b 
Ermerins 亜爾蔑聯斯または越爾蔑噂斯と記す， 1841 -1879)による講義録， w原病皐各論 巻六』の原文の
一部を紹介し，その全現代語訳文を記し，一部では，解説と現代医学との比較を追加した.
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また， I喜私的里」は『ヒステリー (Hysterie: 独語)~
















































































































ここで， I阿貌(アギ， Asafoetida) Jは，サンケイ
科植物のFerulafoetidaから得られる油性ゴム樹脂で，
フェルラ酸などを含み，悪臭があって，鎮静剤として
使用された14，15) また， I瀬草(カノコ草， Valerian) J 
は，オミナエシ科植物の， Valeriana faurieiのことで，
鎮静@鎮痘剤として使用されている 14，15) また， I越列
機的児」は『エレキテル(エレキ， • Electriciteijt :蘭語)~
の当て字であり，静電式医用電気具を指している. こ
れは，摩擦によって作られた静電気を直接人体に当て
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